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連載企画　私の職場の「協同労働」

｢協同｣を生み､育て､紡ぎ合う｢あざれあ｣へ
～センター事業団　地域福祉事業所「あざれあ」～

矢吹美樹（センター事業団）

　地域福祉事業所「あざれあ」は、千葉県流
山市の東武野田線「江戸川台」駅前に昨年５
月開所した。センター事業団に清掃業務など
を委託している東葛病院、病院患者会、セン
ター事業団の３者が提携して、「非営利・協
同」の社会資源を創り出そうとスタートした
もので、「あざれあ」はディサービスの運営
を担っている。開所から１年。地域の中の
「協同」を生みだし、育み、紡ぎ合う挑戦が
始まろうとしている。（矢吹）

「愛染かつら」を観にいこう

　現在、あざれあのスタッフは奥原次郎所
長、常勤の仲田秀俊さん、岡美鈴さん、非常
勤の根岸清美さんの４人。月曜から金曜の
間、５～１０人の利用者の方が通ってきて日
中をここで過ごす。今の利用者は２１人、要
介護度１～４の方々だ。提携している東葛病
院やヘルパーステーションと共通の利用者も
多い。
　そのあざれあの利用者が、３／２３、送迎
車２台に分乗し４０分かかって映画鑑賞に出
かけた。隣の柏市で千葉高齢協が開催した
「愛染かつら」の上映会だ．
　この日、「『愛染かつら』を観に行こう」と
いうスタッフの誘い出しに、１３人の利用者

があざれあに集った。
　映画上映会当日、あざれあにおじゃまし
た。
　仲の良い数人の女性が、女子学生のように
きゃーきゃー笑いながら、お互いの肩を抱き
合ったり手を握ったりしている。また元気で
会えたことを、喜びあっているように見え
る。
　体温の血圧のチェックが終ると、２つのグ
ループに分かれて雑談やジェンガ・だるま落
しなどのゲームが始まった。雑談の中に入れ
てもらって、映画のことを聞いてみた。
　「楽しみにしてきたよ。学生のころ、禁止
されてたからこっそりひとりで観に行って
ねー」「女学校で禁止されてて、そのあと戦
争が始まったったから、結局観られなかった
んだよ。だから、今日はじめて観るの」「あ
のころ浅草では３０銭で観られたもんだよ。
そのころは東京の日暮里辺りに住んでたか
ら、浅草のストリップ劇場にも行ったなー。
銀座の白木屋（現高島屋）の火災も目の前で
見てたんだ。下に滑り降りて避難してくる女
の人の着物のすそがめくれてな。それから女
性はパンツをはくようになったんだよなー」。
映画の話から、当時の思い出話や笑い話に広
がっていく。こんな話に、うんうんうなずい
ている男性の利用者。「Ｔさん、変な話ばっ
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かりして恥ずかしい…」と顔を真っ赤にして
笑っている大正生れの女性。映画を観るの
を、とても楽しみにしていることが伝わって
くる。

映画なんて何十年ぶりだった

　昼食はスタッフがつくった豚汁、やきそ
ば、おにぎり（お粥の人も）。いつもは東葛
病院から運ばれる食事を器に盛りつけるのだ
が、この日はスタッフ手作り「映画の日」の
特別メニューだった。
　「たまにはこういうのもいいね」「おいしい
ねー」「良かったねー」とおしゃべりしなが
ら食事を楽しんだ後、映画上映会へ。
　１時間半の映画上映にも疲れた様子もな
く、ハンカチで目頭を押さえている人もたく
さんいる。「また、観に来たいね」「映画みる
なんて何十年ぶりだったー」という声もで
て、皆さんとても満足げな笑顔で送迎車に乗
り込み、元気に手を振ってくれていた。

外出のたびにぶつかりあって

　介助の応援に来ていた東関東事業本部地域
福祉事業推進室の平山清一さんは「あざれあ
の良さは、フットワークが軽いこと」と言
う。
　あざれあでは、これまでも「外に出よう」
と日帰り旅行などにもとりくんできた。茨城
県のテーマパークへのバスハイクには、利用
者の家族やお孫さんたちも一緒に出かけた。
花見も計画中だ。近くの公園に出かけ、満開
の桜の木の下でお誕生会をするのだそうだ。
ビール工場の見学の日帰り旅行では、ビール
の試飲も楽しんだ。９３歳の女性の利用者が
「生まれてはじめてビールを飲んだ。こんな
おいしいものだとは思わなかったー」ととて
も喜んでいたと言う。
　「でも、最初はフットワーク、重かったん

ですよ」と奥原次郎所長。「立ち上げたころ
は、外出をしようというたびにスタッフの中
でぶつかったんです。募集で採用したスタッ
フの中で『転倒したらどうするんだ、外出な
んてとんでもない』と言う人もいて。施設の
経験者で、介助の技術や経験から学ぶことは
たくさんあったんですが、『ボランティアは
信用できない。職員でやりきるべきだ』とい
うような主張をされたりして。結局、その方
は辞めていくことになってしまったんです
が」。「一人一人が「福祉の仕事」への思いが
強い分、それぞれの主張がぶつかることが多
いんですよ。それぞれの主張・意見をたたか
わせて、新しいものを生み出していかなきゃ
いけないたいへんさと面白さがありますね。
だから、毎日の朝礼・終礼や団会議など話し
合うことは絶対必要ですね」。
　あざれあでは、毎日の朝礼・終礼と月１回
の団会議を欠かさない。終礼では、その日の
利用者の様子や状態を共有し、次回の働きか
けなどを議論し確認する。団会議では毎月の
経営状態や計画を話し合う。毎週金曜日に
は、終礼後、みんなで「就業規則」づくりに
もとりくんでいる。こういったとりくみに、
「そこまではやりたくない」という綱引きが
いつもあると奥原所長は言う。
　とはいえ、あざれあに来る前には予備校の
事務をしていた岡美鈴さんは「こうと決めら
れちゃった方が楽だなと思うことはありま
す。でも、前の職場では上司のいうことには
絶対逆らえなかったことを思うと、やっぱり
自分の思いや意見を出し合えるというのはす
ごいことだと思いますね」と言う。
　重度心身障害児・者の施設で指導員として
の経験を持つ仲田秀俊さんもこう語る。「前
の施設では医師や看護婦、ワーカーなどいろ
いろな専門職が関わっていましたが、自分の
専門分野からだけの主張になりがちなんで
す。他の人の意見を聞けない、子どもを丸ご
とでとらえられないということになりがちな
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んですね。だから、まず人の話を聞くという
ことと、やみくもに時間をかけて話し合えば
いいということでなく、『何のためにこれを
やるのか』という柱を立てないといけないと
思いますね」。
　お互いにぶつかりながら、利用者一人一人
にとって必要なケア、働きかけを考え合い、
実践していく毎日の積み重ね。それは「協同
の関係をつくる」とりくみに他ならないだろ
う。

原点に立ち戻って「協同」を

　「福祉」の仕事は、もともと「協同でやる
仕事」でもある。介護保険制度のもとでも、
一人の要介護者の自立支援をめざして、ケア
マネジャー、看護婦、医師、ケアワーカーを
はじめ様々な人が連携していくことになって
いる。
　しかし、３者の「提携」で生まれた『あざ
れあ』だが、その連携は必ずしも十分ではな
いと言う。「なぜ『協同』でこの事業を起こ
すことになったのか」、その原点に立ち戻っ
て１年間の総括を３者でできるよう申し入れ
なければと奥原所長。そして、共通する利用
者のケース検討を開催しようとケアマネやへ
ルパーステーションにも働きかけている。
どうしたらひっぱりだせるか
　スタッフ同士、他業者のスタッフとの「協
同」だけではない。
　「利用者の方への働きかけなどを考える上
で、家族の方からの情報やコミュニケーショ
ンがとても大事だと思うんです。家族の中で
の利用者の位置や関係、家族の方の気質など
も良く見ておく必要があると。だから、送迎
の際、できるだけご家族とのコミュニケー
ションをとりたいのです」と仲田さん。だか
ら、家族との連絡帳のやりとり、面談・相談
の申し入れや、時には家庭訪問をすることも
ある。

　その他、なかなか外出したがらない、あざ
れあにも来たがらない利用者に対しての様々
なとりくみがある。
　利用者Ｓさんの例もそのひとつ。
　Ｓさんは、痴呆と貧血のある要介護３の女
性で、週３回のディサービスと訪問介護のプ
ランが立てられている。要支援のご主人との
２人暮らしだ。
　初めのころは、朝迎えに行っても、ほとん
どあざれあに来ようとしなかった言う。ス
タッフが本人やご主人と話すうちに、「自分
が家を空けている間にご主人が女性と会って
いる」と思いこんでしまう「妄想」があるこ
とが分かった。
　「Ｓさんを家からひっぱり出すにはどうし
たらよいか」終礼などで話し合い、送迎に時
間をかけられるように、他の人とは別便で送
迎車を出すことにした。
　送迎を担当している仲田さんが、Ｓさんの
枕元まで迎えに行く。貧血があるせいか、家
にいる時はほとんど布団かソファに横になっ
ている。枕元に座って、Ｓさんが興味を持っ
ていそうな「政治」や「事件」などのニュー
スや、「あざれあで仲間が待っているよ」と
いう雑談をする。その雑談に乗ってきてくれ
れば、ほぼ間違いなくあざれあに来られるの
だと言う。あざれあでＳさんは「だまされて
連れてこられた」とは言うが、他の利用者と
一緒に楽しそうに過ごしている。
　ご主人も「あざれあに行った日は体も軽そ
うだし、表情も明るくなる」と喜んでいる。
ご主人自身も、Ｓさんの妄想の呪縛から一時
でも開放されてリフレッシュできる。「あざ
れあに来ていれば、Ｓさん自身も妄想の苦し
さから開放されるのではないか」と仲田さ
ん。こんなところから、ご夫婦の関係も変化
していくのだろう。
　このひっぱりだしに少なくとも３０分はか
かるそうだが、「家にいれば寝ていますから、
身体機能も痴呆も悪化していくことはわかり
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きってます。ご主人にとっても良くない。だ
から、外に出ないとね。ひっぱりだしに失敗
した時は自分の力不足にクソ―っと思います
けど、次はどうやろうかって考える楽しみも
あります」と仲田さん。
　こうやって家族との「協同」、家族同士の
関係も作っていくのだろう。

「協同」が生まれ、そこが「協同」していく

　組合員にこれからの目標や課題を聞いてみ
た。
　「家族との話し合いができる場がもっと必
要ですね。地域の中で『あざれあ』の存在が
もっと知られるようにならなくてはとも思い
ます。あと、施設の面ではバリアフリーも課
題です」と岡さん。
　仲田さんは「節句や花見など、今まで家庭
でやってきていたような四季を感じられるよ
うなことや、個人の趣味などをプログラムに
とりいれたいですね。そのためにも、そうい
う情報をひきだせる家族とのコミュニケー
ションがもっと必要です。他のディサービス
の見学や研修など、質を上げていくことも課
題になります。それと、とにかく外に連れ出
したいです。皆さん、思った以上に外に出て
ないんですよ。子どもたちとの交流もやりた
いですね。そういう活動で、あざれあが地域
の中に根づいていくんだと思います」と言
う。
　「僕が描く地域福祉のイメージは、地域の
中に小さなたくさんの『協同』が生まれ、そ
れがまたお互いに『協同』していくというも
のです」と奥原所長。「Ｓさんのひっぱりだ
しもスタッフだけがやるのではなく、元気な
高齢の方が誘って一緒にあざれあに来てくだ
さるというようなことができればいいですよ
ね。難しいことですが、そういうボランティ
アの組織化も課題ですよね」。
　先の映画鑑賞も、「高齢協の活動」と「あ

ざれあのとりくみ」という、小さな「協同」
が結び合って実現できた成果ともいえるだろ
う。こういった、地域の中での小さな「協同」
をつくりだし紡いでいくことも「協同労働」
と言えるのではないだろうか。
　「何をめざすディサービスにするのか」。そ
れは、あざれあの組合員たち自身が意見をた
たかわせて基本方針を確立し、事業計画とし
て具体化していくものだろう。その過程もま
た、「協同労働」そのものなのだから。
　しかし、「利用者が、地域で生活する住民
として復帰できるよう支援する」という基本
方針を立てたとき、あざれあに新たな役割が
求められてくることも確かだろう。
　今、あざれあには、他のディサービスでは
人の和に入れなかったり、通所しなくなって
しまったという利用者も来られる。「私はあ
ざれあに来るようになって、元気になった」
「もっとここに来たい」と言ってくださる方
もいらっしゃる。これは、あざれあの組合員
たちが生み出したとても大きな成果だ。
　一方で、利用者が固定化してしまえば、新
しい利用者が入ってこられないという弊害も
生み出し出しかねない。ディサービスへの
「収容」ということにもなりかねない。めざ
すのは、利用者がディサービスを「卒業」し
て、地域の中の様々な自主的グループや集ま
り、たまり場、仲間の中に戻っていくことな
のだろう。「卒業」を支援するには、地域の
中でますます支え合う仲間や社会資源が必要
になる。それらを「協同して」生み出し、そ
して紡ぎ合う。その役割をあざれあが担って
いくことになるだろう。
　開所から１年。今、あざれあは、その挑戦
の入口に立っているように見える。


